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ty))」を特定の観点か ら解釈 して分析 し再構














論の立場 も見 られる。本稿では,グ ローバル化
佛大社会学 第31号(2006)
を扱 うたあの理論枠組み と対象 としてのグロー
バ ル化現象 の本質 という両面か ら,グ ローバル
化現象 を把握す る方法 について考察す る。
(1)グ ローバ ル化論の社会学 的な先行研究
と して は,60年 代 のM.マ クル ーハ ンによ る
「グローバル ・ビレッジ(globalvillage)」(マ
スメデ ィア と文化 の分析)の 概念 や,70年代 の
1.ウォーラ ステ ィンによ る 「世界 システ ム論
(worldsystemtheory)」(経済の地球規模 化,
国際的分業 の分析)が 挙 げ られ る(Abercrom-
bieet.al:2000)。経済 ・経営 の分 野で も,60
年代 に始 めてグローバル化の概念 が用 い られ る
よ うに な り,80年 代 には 学 術 誌(Harvard
BusinessReview)において本格 的な論議 の対
象 と して取 り上げ られている。社会学で は,R.
ロバ ー トソ ンがやは り80年代 に出版 された論文
においてこの用語 をは じめて用いてお り,そ の
後 の書 においてグローバル化を正面 か ら取 り上
げてその分析枠を提示 した(Robertson:1992)。
90年代 には,グ ローバル化の概念 は人文 ・社会
科学 の各領域 における主要な鍵概念 として用 い
られるようになる。 さ らにそれは,学 術用語 や
ビジネス界 の用語 に限 られ ることな く,広 くマ
ス ・メデ ィアの世界 で も用 いられ るよ うにな っ
てきた(Featherstone:2006)。
現実 に,ヒ ト,モ ノ,カ ネ,情 報,イ メージ,
技術 等が地球 規模で行 き交 い,「時間 一空間 の
縮減」 とい う現象 が 日常化す る中で,グ ローバ
ル化 は人 間世界 の統一 を意味す るかの ごとき様
相 が見 られる。 しか し一方で,反 グローバル化
論 や脱 グローバル化論 が根強 く存在す るのは,
国民 国家 を基盤 とした社会理論 に代わ る新 たな
グローバ ル化理論 が未 だ形成 されていないため
である。つ ま りグローバルな レベルの現象 が生
ず る構造 やメカニズムが,従 来の人文 ・社会科
学 を支配 してきた(国 家社会を前 提 とした)認
識論 や存在論 を もって して は十分 に解 明できて
いないのである。 その大 きな原因は,グ ローバ
ル化現象が経済,政 治,文 化,社 会といった多
次元な局面で生 じており,しか も各次元の現象















社 会(nationalsocieties),世界 システ ム
(worldsystemofsocieties),人類(human-
kind)という4つ の共通枠組み(majorrefer-













































































流動性,予 測困難性 という特質は,ラ ッシュと
アーリによるポス トフォーディス トの非統制で
無秩序な資本の支配によるグローバル経済の性


























































地,経 済生活,そ して宗教 や言語 といった文化
を共有す る人 々か らなる共 同体 で,歴 史 的に発
展 して きた単位であ るが,明 確 な定義 は困難で
あ る。近代国民国家の共通 の特徴 と して,一 定
の領 土 にお ける主権 と正統性 の主張,財 政管理
と資源配分の メカニズムの制定(通 貨発行な ど
の経 済 ル ール の策 定),物 理 的 強制 力 の独 占
(軍事,警 察),法 の制定 と法規制の正統的行使
の独 占(立 法,司 法),公 的言語 の体系化(教
育)と い った ことが挙 げられ る。 近代国家は こ
れ らの事項 に対応 した諸制度を備 えた政治 的な
運命 共同体 である。
20世紀 によ り緊密化 して きた国際関係におけ
る秩 序を維持 することを目指 して,多 くの国家
間条約が締結 され,様 々な国際共同機関(国 連,
IMF,OECD,WTO等)が形成 され てきた。地
域 統 合 的(regional)ある い は地 球 規 模 の
(global)超国家的な組織 や機 関が次 第 に発展
して,そ の決定が国家の方 向づけに優先的 に関
わるよ うにな って いる。 そのためロバ ー トソ ン
が指摘す るよ うに,個 人,社 会,市 民,人 類 と
いった諸概念が相対化 されてきて いる。 このよ
うな事実が,国 家 レベルの現象とは異質なグロー
バル な創発特性を伴 う社会事象 の現 出といえ る
のか否 か,と いうことによ って異 な った立論が
形成 され る。
(皿)こ の問題を,経 済 の次 元で さ らに考察
して み よ う。 国家 を超 え た地 域 統 合 的(re・
giona1)な経 済の国際共 同機関お よび国際協定
と しては,欧 州連合(EU),東 南 アジア諸国連
合(ASEAN),北 米 自由貿 易協定(NAFTA)












































与を担当す るのに対 して,IMFは固定 レー ト
制 と通貨安定化に必要な資金を融資する役割を































関して も,貿易,資 本,技 術のフローはOEC










権威 の源泉で あ り,国 際的経済を規制 し,調 整
す る主 体 で あ る,と い うこ とに な る(Held
andMcGrew:2002)o
経済 の次元 でのグローバル化論の分析視点は
指標 の取 り方 によって上記の ような相違がでて
くるが,例 え ば,多 国籍 企業(MNC:Multi-
nationalCorporation)が超 国籍企業(TNC:
Trans-nationalCorporation)としての 本質
を よ り多 く備 えるようにな り,世 界経済の主流
を担 うようになる時,「 グローバ ル派 」 の視 角
が よ り現実 に近 い とい うことにな る。現在,A
BB(ア セア ・ブラ ウン ・ボベ リ)の ような,
どの国 も拠点 と しな い真の グローバル企業が出
現 しつ つあ る(Held:2000)。しか し未 だその
種 の企業 はグローバルな経済活動の主流を形成
してい るとはいえず,「 グローバ ル派 」 の主 張
は充分 な説得力 をもつ とはいえない。
経済 の次元 にお けるグローバル化論 の視 角に
つ いて瞥見 して きたが,次 いで文化の次 元にふ
れね ばなちな い。 しか し,「研究 ノー ト」 とし
ての本稿の紙幅が尽 きたので,最 後にその要点
を記す のにとどめ,稿 を改めて この問題を論 じ
た い。
これ まで 「グローバル文化」 として扱われて
きたの は,資 本主義経済の文脈で商品化できか
つ電子 メディアの媒体で伝達可能 な ものである。
従 って それ は,文 化の表出的要素 と認知 的要素
に偏 ってお り,「国民文化(nationalculture)」
に対比 され る 「グローバル文化」の出現 とはい
え ない(丸 山:2006)。さらに,グ ローバ ルな
公共空間 における共有価値の問題(評 価的要素
の グ ロ ー バ ル 化)は,規 範 的 な 視 角 を い か に導
入 す る か と い う 困 難 性 を も含 ん で い る 。 こ れ ら
の 点 を 中 心 に,他 の 次 元 と の 比 較 の も と,文 化
の 次 元 に つ い て の グ ロ ー バ ル 化 論 の 視 角 に つ い
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